レンジフード連動システムについて 

(レンジ フー ド連動システム機能付のみ） 


参レンジフード連動システムは、クッキングヒーターのさヒーターまたはグリルを通電/停止ずるとレン 
ジフードが連動して運乾/停止ずる機能でず。 

レンジフード連動システムを使用ずる場合は、必ずレンジフード連動システム対応のレンジフードと 
セットでお使いください。 

参レンジフードのみを運乾/停止ずる場合は、クッキングヒーターの電源び「入」の状態で行ってくださ 


し、。 


中央ヒ-夕-チャイルド 胃 

が 切/入 

[ 

C 

□ 






電源スイッチ 



レンジフード切 キー 
レンジフー ド運輯 キー 
レンジフード照明キー 


レンジフード操作部 


操作のしかた 


参クッキングヒーターのさヒーターまたはグリルの通電/停止をずると、レンジフードび次のよラに運 
転/停止しまず。 


クッキングヒーターの操作 

レンジフードの動作 

各ヒーターまたはグリルの通 
電を開始したとを 

レンジフードび自動的に風 量 「中」で運乾しまず。 

※すでに他のヒーターまたはグ U ルを使用している場合は、運転状 
態を継続します。 

ずべての ヒー ターとグリルの通 
電を停止したとき 

レンジフードび約3分後に停止しまず。 


お願い 


レンジフード連動システムは、トップフレートの手前両側の送信部からホが線信号を送信し、レンジフードび受信 
して動作します。送信部び巧れたり、信号びさえぎられると、レンジフードび動作しない場合びあります。 


♦ふさこぼれなどでミちれた場合はちれをふきとってください。 

参送信部に鍋などを置かないでください。 

♦送信部の上方に顔を近づけたり、フラ 送信部 


イパンなどのとってを向けないでくだ 
さい。 

参テレビ-エアコンなどの U モコンを操 
作をしなびら、クッキングヒーターの 
操作をしないでください。 

※け上のことを行ってち、レンジフード 
連動システムび働かない場合は、レンジ 
フードの操作キーで操作してくださし、。 





[ レンジフードの照明を点!打/消なするとき ] 




レンジ フー ド照明 キーを 巧ず 

•巧ずごとにレンジフードの照明が 
「点な」一「消灯」と切り換わりまず。 


点な 


消な 


レンジフード照明キーを巧すごとに点灯/消灯び切り換わ 
ります。 


■レンジフードによっては、動作び異なる場合びあります。また、レンジフードの使しぶ、たはレンジフードの取扱説明書をご 
覧くださし、。 

■レンジフード連動システム対応のレンジフードについては、お買い上げの販売店または別紙の r ご相談窓□」の窓□にお問 
い合わせ < ださし、。 
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レンジフードの運転を切り換えるとを 


レンジフード運転キーを巧す 

•レンジフードび運転しているとをは、レンジ 
フード運乾キーを巧ずごとに風量「中」一円至」 

一「弱」一「中」…と切り換えまず。 

•レンジフードび停止しているとさは、醒「弱」 

で運乾を開始しまず。 

中 


停止 今 弱 命 強 

レンジフード運転キーを押すごとに風量が切り換わります。 




[ レンジフードの運転を停止ずるとき ] 




レンジフード切キーを巧ず 


参レンジフードび停止しまず。 




レンジフード 

ホ"照が 

卜 7 ミす チ 醜 ド 

^一一 


レンジフ—ド連動システムについて 











































お手入れ 


ご® ffi のたぴにお手スして < だ au。 

fiy フフレート.フレートロ5, JWB は ane 由■し C0, ^^■■«3とこ口〇っぃてと》1に<<8〇»!百， 


么を意 


0ず B 面电均 0. 本なげ十分に巧えたこと宙田かめてか5行って<だ宙い. 


〇ベンジン.シンす一.みが BWBIS 田I一反ち|.«いで、.': ''r し. 
ica® ん55■い J：5, C<ie.<ric*Li, 




1 se た台 W 用(中ほ）と SS でを3。 

•C0 し P み W 舌* il クレンけ一)ぶ居 S し«いで 



3まぃ B。。 たろ柏抗巧^^ Bp 
«!) 口' e いた占巧•に 

H く •mas 田 a. 


■26 コ亡■■にして》<とさ U6 ■合ぴ *0* で. 
■玉ぶ旦 H に同でご田9< 

•* 民げモごて 060. K 巧し C«SI3 圧田し》 
いで< だごし让けの KS 店で e 質い* 
»なれ、.巧べ一巧 


〇の•ち扇カバー 

■本はなら® ■抹11力巧し，雨®た甘巧 
用 iSWj (中ほ）とスボン y で巧5。 

〇た0しやみけ e 向ぶ田打ないで<だごり ■ 

〇田串； kn««, 出 ae 正, S と D 占!ず 本 ♦に12»卜し 

OST1 て目店ま日レ KS ま®3占.田*«>止し记 0. 
ブ U ル ggiw こヴ U ルド7な sa が fen 亡口する* 

StfSOKT - 

0前面ち示部•バネル操作部‘ 
上面操作部•表示忌 

■や bs かし巧 re ふく。 

〇巧〇ヴひピいと¢1主占 ffi 用*»11中田） SS に■■つ 
けで本5占5,65-«8っ；£の5ん—18いなの5ん 
の田でふ田 C コで < だ百い. 

OJU こ由 6S 曲•巧<での、由*®曲に ffO 宝5, 











0 トッププレート 

■巧ったふさんでよくふをとり、そのを乾いたふきんで 
か百ぶさする。 

0* こぽ打な:どは.そのままにしでお<とこひ0ついて取れなくな 
D ます。ご巧用のた U. こまめにち手スすIしてくださ U. 

皮居の巧因にな D ます。 



I ■ちれがひどいときは台所用ミ充剤（中せ）を巧に直接つけ 
てふきとり、るう一度校ったふきん.をいたふきんの 
順でふをとる。 

ホ度性，アルカ U 性のおいな利（ま白剤.住を用を巧巧利など）は 
巧わないでください，（トツブブレート-ブレートつクの空色の 
巧困にな0まず。） 

0是ちにくし1巧: n は.巧えてびらトツフプレート奇用ク U- ナーや 
ク U- ムウレンヴーな;どを乳め忙ラツフにつけてこすごとる。 




»ドライバーなど巧の巧いをのや目の宙しみがを巧は.トツフフレートを«つけるので巧むないでぐだごし、 ■ 


■こぼ打びこびりついてしまつたときは 


■巧販のたラ5ック用スクレーパー等で S こぼ〇の 
がせだけを巧<削口否とし，そのをぶ< ふをとる。 



トッププレート専巧クリーナー 


参トツププレートの巧 n をおとし，ホおをだし.面 
さこぼ打による巧れや焦げつをを抑えまず。 


r る巧をがあ0ます ■ 


〇プレートワク (ステンレス製） 

■技った&をんでよくふをとり.そのををいたふさんでか5ぶ定ずる。 

■こびりついたミちれはクリームクレンザーなど少量をなめたラッフにごけてこす0とる。 

〇ステンレスの历（待方向）にそつてこずつて<ださ U, 班方向にこすると0っ<ことが巧0ます。 


お願し、 

しようゆなどの巧味料をこぼした S ずぐにふき 
巧ってください。 

班苗ずると巧打あとびちることびあ D ます。 



おのち巧は巧向 e です. 


の•排気カバーの下のミ由ミちれちこまめにお手入 
れして < ださし、。 
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お手入れ（つづき) 


0 グリル 


グリルドア.受皿の取り外しかた、取り付けかた 


◎取りがしかた 


◎取り付けかた 



①とってを両手でしっかり 
持ちゆっくり止まるまで 
引さ出ず。 

※受皿内の油等びこぼれない 
よラを意してください。 



受皿 


⑨焼網と受皿を外ず。 


支え部 


③とっての下側に手を回し、グリルドアパネを軽 
く引さ下げる。 


グ I 」ル 



※グリルドアバネを押さえずに無理に外すとグ1」ルドア 
が破損したり、変形することびあります。 


①左ち2ケのツメを 
グリルドアの角巧 
部に斜め下より差 
し込む。 


グ1」ルドア 



⑨グリルドアを手でささえ、 
図のようにはめ込む。 

※カチッと音びしてグ I 」ル 
ドアび固定されます。 



③受皿と焼網をのせる。 

〇焼網は支え部をグ U ルの手前にしてのせてください。 
※のせる向をを逆にすると、本体に取り付けちれません。 


支え部 




④グリルドアを本体側に倒ず 
ようにし、左ち2ケのツメ 
をがず。 

グ U ルドア 


レール 


④グリルドアはフロント 
グリルに密着ずるまで 
巧ず。 



フ〇ント 
グリル 


脂や汁がたまっている受皿の取り外しかた 


①脂や汁がたまっている受皿の両側をしっかり ②受皿の脂や汁びこぼれないよラにゆっくり持 

持ち、ゆっくりこぼれないように90度に回転 ち上げて外してください。 

させまず。 




焼網 


受皿 


グ U ルドア 


グリルドアのお手入れ 


■薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

〇 たねし-みびさおは使用しないでください。（表面を傷つけます。） 
〇グ1」ルドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでくださし、。 
(樹脂部び変形します。） 



グ U ルドア 


受皿-焼網のお手入れ 


■薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで巧う。 

※受皿-焼網のフッ素加工を傷めないでください。 

〇金属製のたねし-スポンジのナイ□ン面でこすらないでください。 

フッ素コートに傷び付いたりはびれたりすることびあります。 

また受皿の裏面を傷つけます。 

〇ご使用の度にお手入れしてください。 

ちれびこびりつくと調理物び取りにくくなることがあります。 

〇受皿•焼網は消耗品です。フッ素加工びいたんだ場合は、お買い上げの 
販売店でお買いホめください。 （8 ページ） 



焼網 


受皿 



庫内のお手入れ 


■庫内や受皿などげ十分にをえていることを確認してか 
5受皿を取り出し、グリルドアをはずして庫内の油ち 
れをふさとる。 

※絞ったふさんで軽くふきとってくださし、。 

強く&さますと塗装び傷むことびありますのでご注意ください。 
※庫内には、グリルヒーターや取付用金具-ホルダー等びあります 
ので、十分にごを意ください。 

※レールの油巧れはふさとってください。 



庫内 


グリル庫内クリーニングのしかた 

■グリル庫内の油ちれを乾燥させ、においを軽減することができます。 


♦受 皿と焼網は絶対にセットしないでください。 

受皿と焼網のフッ素加工び傷みます。 

参洗って水気をふさとったグリルドアをセットし、 
グリルク U —ニングキーを押した後、切/スタート 
キーを押してください。（グ U ル庫内を高めの温度 
で自動コント□-ルします。） 

※約10分で自動的に終了し、通電を停止します。 
※においを軽減しますび、ミちれを除ますることはでさ 
ません。 



※クリーニング中はグリル庫内の油を焼さ切るため煙び 
出る場合びあります。必ず換気扇を使用してください。 


お手入れ 


途中で終了ずる場合は、切/スタートキーを巧してください。 
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知っておいていただをたいこと 


網底の直径びルさかっ 
たり、鍋底びそってい 
る鍋は乂力び弱くなる 
ことびあります。 

◊ホー□一製やステンレス製の鍋については鍋底の直径が12〜 26 cm のお 
ので銅底の反りが 3 mm し iTF のちのをご使用ください。 

±鍋やガラス鍋、直乂 
用魚焼さ器は使わない。 

◊ r [ iH で使える」と表示している±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼さ器などでわ、 

あ状によっては本製品び故障したり、鍋び割れたりする場合びあります 
ので使わないでください。 


自動炊飯や保温動作中 
に鍋をおろしてち表示 
窓に「鍋確認」と表示さ 
れない場合びあります。 

◊自動巧飯やな温は火力を自動的に調節します。火力び 0( ゼ uw になって 
いるとさに鍋をおろしてを r 鍋確認」を表示しません。自動炊飯を途中で 
中止する場合や保温を終了する場合は、上面操作部の切/スタートキーを 
押して通電を停止してください。 


こんなとをは 

故障かなと思った!5、次のことをお調べください。 


通電しない。 

◎専用回路のブレーカーが切れていませんか。 

►•ブレーカーを入れてください。 

◎電源が切れていませんか。（電源ランプが消えている。） 
►■電源を入れてください。 

• 電源スイッチをプヴーび鳴るまで押して<ださい。 

• 電源ランプび点灯します。 

《ヒーターを約4己分通電しないと待機時消費電カオフ機能び働さ、自 
動的に電源を切ります。 

◎チャイルドロックが設定されていませんか。 

►チャイルド□ックを解除してください。 （9 ぺージ） 

◎中央ヒーター□ックび設定されていませんか。 

► 中央ヒーター □ ックを解除してください。 （9 ぺージ） 
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炒めちのなどを行ラと 
左-ちヒーターの乂力 
び弱 < なる。 

◎炒めものなどを行ラと、鍋底温度が上びり、自動的に义力をコン 
卜□ールずる場合がありまず。温度が下がると自動的に义力が 
強くなるので、そのままご使用ください。 

乂力を切り換えたとさに 
時々ブプーび鳴らない。 

◎义カキーで义力を調節ずるとさはブザーが鳴りまず。設定キー 
で义力を調節ずるとさはブザーび鳴りませんび、故障ではあり 
ません。 

中央ヒーターび周期的 
にホくなったり、消えたり 
する。（クイックラジエン 
トヒーター） 

◎中央ヒーターは、义力のコントロールや温度調節機能が働くた 
め、ヒーターびホくなったり、消えたりしまず。（『強义』の場 
合でも温度調節機能が働をヒーターがホくなったり、消えたり 
しまず。） 

◎そった鍋などを使ラと消えている時間が長くなりまず。 

使用途中にヒーターの 
通電び停止した。 

(切り忘れ防止自動停 
止機能） 

◎切り忘れ防止自動停止機能び働いていまず。 

各ヒーターに一定時間経過すると自動的に通電を停止する、切り忘れ防 
止自動停止機能び設けられています。 

•左’ちヒーター、中央ヒーターは操作後約4巳分 
•グリル（手動調理）は約30分 

切り忘れ防止自動停止機能び働いた時はメ□ディーでお知らせします。 

再度、通電を開始してください。 


ミ夜晶表示の乂为ノ（一な； ◎鍋をヒーターの中央に置いていまずか。 

父号(し点灯し'約30;少 ◎使えない鍋を置いていませんか。 （1 2ぺージ) 

後(し'/肖灯した。 ►使える鍋を置いてください。 

(小物検知自動停止機能、 

鍋無し自動停止機能） 


♦ 

. つ ■ 

約3□秒後 

♦ 

メ□ディーび鳴り、お晶表示び消え、通電を停止します。 

※図は火力 「7」 で使用した場合。 

※付属の天ぷら鍋で確認してを同じ場合はお買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。 




知つておいていただをたいこと/こんなときは 
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こんなときは（つづさ) 


使用途中に停電になつ 
た。 

◎通電中のヒーターは停止し、タイマーも取り消されまず。 

◎電源を入れ、もラー度操作を初めか5行ってください。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してくださし、。 

•電源ランプび点口します。 

左 •ち ヒーターでの 調理 
に 時間びかかる。調理 
のでさあびりび遅い。 

◎鍋底に異物び付着していたり、トッププレートび巧れていませ 
んか。 

► 鍋やトッフフレートのお手入れをしてご使用ください。 

◎使える鍋を使用していまずか。 （12 ページ） 

► 使える鍋を使用してください。 


電源を切ってち 
音びする。 

◎本体内部のを却のために、ファンが最大2分間回ることがあり 
まず。異常ではありません。 

自動的にファンは止まります。 


左•ちヒーター使用中に 
網から音びする。 

◎鍋底が薄い鍋やを 層 鍋、ホーローの密着び良くなし作^ホー □ —な 
ど鍋の種類によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン 
音、キューン音）が発生ずることびありまず。また鍋のとってに振 
動を感じることがありまず。これは磁力線により鍋自体が振動ず 
るためで、異常ではありません。 

•鍋の位置をずらしたり、置さ直したりすると音び止まることびあります。 
•ち•ちヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に巧 
鳴音 r キーン」や r キューン」という音びしますび、これも磁力線により 
鍋び振動するためで異常ではありません。 

表窓の液晶か黒ぐ 
なった。 

◎表示窓の上に熱い鍋などを置くと液晶が黒くなることがありま 
ずび、しば日く放置ずるともとにちどりまず。 

※表示窓の上に熱い鍋などを置かないでください。 

液晶表 Tjd こ 「 M 」 び表 TJX 
されたままでヒーター 
に通電しない。 

◎パネル操作部のグリルの切/スタートキーとタイマーキーを同 
時に3秒上押してください。 

• ブヴーび鳴り 「 M 」 び消巧します。 









ブリルのが気カバーか 
ら出た化蒸気び壁面に 
結露することびある。 

1’; 調 a 時にの • 右商カバーた、5出る水巧気などび壁面につを水巧 
になることがあ日まずので、ふまんなどでふまとってぐださい。 

ブリル調理 中， 庫巧で 
瞬間的に巧がでさた 0、 
吸.排気カバーか b 煙 
が化る。 

。居 1の脂などびヒーターの上に宙接落ちると. 巧 固的におやほが 
化ることがあ D まず。異常ではありません。 

房のおなどがま皿に落ちると-巧固的に巧が出ることび友りま 
ず。異萬ではあ日まだん。 

"こ’1 更理を巧めてしば5くの固.前回の巧理でヒーターについた庭 
が加なごれて.においや厘び出ることびち D ます。呈常ではを 
りまだん。 

グ U ル巧理お了を.夕 
イマー表示部に || •し 表 
示び出て、 05 • 排気力 
バーから熱風び化る。 

:'.:>窮理搭了を、ヒーターのクリーニングのため、下ヒーターとが 
巧加な用ヒーター、フアンび巧巧します。（巧5巧間） 

レンジフードぴ回 S ない。 

(レンジフー円&6<ステム««|?^の軌 

..'ぶ信部または畳居部び巧れていまはんか。 

►クッキンブヒーターのを巧が • レンジフードの受垣部を挿をして<だ 
さし、（レンジフードの取の巧巧至ち合〇はてご g< ださい •） 

(34^-y) 

ご 送居部に巧などを居いていませんか。 

►巧などをち«巧び6巧り除し1てください。 （34 ベージ） 

つを 盾狂の上にフライバンなどのとってを向けていまだんひ。 

►フライバンなどのとっての巧さを変えてくだで い。 （34 ページ） 

クッキングヒーターの 
じーターまたはグリル 
の通電を惇止してを. 
レンジフードが止まら 
ない。 

( レンジフー円システム 

◎レンジフードはクッキングヒーターずべてのヒーターとグ U ルの适 
歪を傳止して6巧3分因回りまず。 

►ずぐにレンジつードを止めたし嘲合はレン y フード切キーを巧して<ださ IA 

◎クッキングヒーターのいず打ひのヒーターまたはグリルの 远否 
をしているとレンジフードは止まりまだん。 

►止める巧をは.レンジフード切午一を巧して<ださい。 









こんなときは（つづさ) 


自動炊飯について 


炊さ上びったごはんび 
かたすざる/おび残る。 

◎米の量、水の量をまちがっていませんか。 

►正しくはかってください。（吕2ぺージ） 

◎炊く前に米を浸していまずか。 

► 通常30分攻上、冬場は1時間な上浸してください。 

◎お湯を使用していませんか。 

►お湯を使用するとおび残ります。 

炊さ上びったごはんび 
やわらかい。 

◎洗米後によく水を切っていまずか。充分に水を切 5 ないと炊飯 
時の水量がをくなりまず。 

►米を研いだあとは、ヴルに上げて充分に水切りをしてください。 

◎炊飯後にふたをしたままおいていませんか。湯気び露となって 
落ち、ご飯がベちやつきまず。 

►通電び終了したら、すぐにふたを開け、全体をほぐしてホ分な水分を 
逃びしてくださし)。 

►ふたをしておくとさは、乾いたふさんをかけてからふたをしてくださし、。 

ごはんび 

焦げる、こびり付く。 

◎炊飯に適さない鍋を使ラと、ごはんが焦げついたり、こびり付 
さやずくなりまず。（ラず手の鍋、ホー□一鍋など） 

►おず1 国り 間 i 国 励!]]。 H 間1マーク付きで底の厚さ1.巳の鍋を 
お使いください。 （12 ページ） 

◎無洗米は、焦げやずくなりまず。 

►•残り] 0分でヒーターを切り、鍋をヒーターから外して蒸らしてください。 

• こびり付く場合は、めれたふさんの上に置いて蒸らすと抑えられます。 

ごはんび 
炊けていない。 

◎設定をまちがえていませんか。 

►•炊飯キーを使い、米の量に合わせてカップ数を正しく合わせてくださし、。 

自動炊飯のカップ数を 
まちびえた。 

◎已分内であれば、切/スタートキーで一度通電を停止し、再操作 
でさまず。 

◎已分に Lb たつと、自動では炊けません。 

►•火力調節して炊いてください。 

沸と5まで火力 「4」 、 蒸気び出た b 火力 r 1」 （約1巳分） 

-►ヒーターを切って蒸らす。 


表示窓の液晶表示に次の表示がでたとき 


表示例 

状態 

処置および調べるところ 

广 4 1 
し • 1 

左•ちヒーター使用時、 
液晶表示がホく点なずる。 

♦鍋に調理物を人れてください。 

参炒めものの調理を行うと表おす^ , ^-,-1 

る場合びあります。 • < rc^Uo 

广二 • ♦ 

し < 

广 ♦ご 
L . •し 

揚げちの温度コント□一 
ルを使用した6、左•ち 
ヒーターの液晶表示びホ 
ぐ点なずる。 

参専用の天ぷら絹の底に 2 mm な上 ♦そりや変形びある場合は新しい鍋 

のそりびあったり変あしていまず。 をご購入ください。 （8 ページ） 

参専用の天ぷら銅の底やトッププレー ► ♦異物やちれの場合はお手入れを 
卜に異物やちれび付着している。 してご <ま用 < ださい。 

广つつ 
し C C 

•し； ）5 

左•ちヒーター使用時、 
液晶表示がホく点なずる。 

•吸•排気カバーにほこりがたまつ 皇，耳，り- 7-^ て/ド^ぃ 

,•ほし 0をふさとって<たさい。 

•普.排気ヵバ-びふさびれてぃま ► •譜; J な品くださぃ。 

ず。 

•し)巧 

♦の 

n 1 < 

左•ちヒーター使用時、 
液晶表示がホく点なずる。 

♦絹の種類び違]ています。 ^ 胃 

U ごの 

n C < 

广 に ♦ 
しし, < 

液晶表示がホく点むずる。 

♦電源電圧び異常に高い場合やお、♦お買い上げの販売店にご連絡< 

い場合。 ' ださし、。 


表示が出たときは ••• 

① 〔！ }、 こ Ic * 1-1 15 1-1 } つの表示び出たときはちヒーターの切/スタートキーを巧す。 

② G 、 こ, 、 * し!；* 弓、 W つ の表示び出たときはちヒーターの切/スタートキーを巧す。 

※①、③の操作をすると表をび消えます。ち度通電を行い、同じ表をび出たら、お買い上げの販売店または工事店にご連絡くだ 
さし、。 


ノ くネル操作部の表示窓に次の表示びでたとき 


表示例 

処置および調べるところ 

广ご 
し •, 

•■し, 

し< 

参通電したまま連続して魚を焼いた場合。 

. 参いったん通電を切り、グリル庫内の温度を下 
> ばてから、次の調理物を入れる。 

!：1 


参電源電圧び異常に高い場合やあい場合。 

^ ♦お買い上げの販売店にご連絡<ださい。 


表示げ出たときは ••• 


① 〔 （ 、 〔3 、 〔し! の表示び出たとさはグリルの切/スタート 
キーを巧す。 

※①の操作をすると表示び消えます。再度通電を行い、同じ 
表示び出たら、お買い上げの販売店または工事店にご連絡 
くださし、 


※表示窓やパネル操作部の液晶表示に 
上記ながの表示がでたときは、お買 
い上げの販売店または工事店にご連 
絡ください。 


































